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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

賊に硬忠にだえない。
わが国は唯一の被曝国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者の壱

しみを全世界の人々に脈え、再び広島・長崎の惨禍を繰り返してli
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかな2
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣冨する。
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I▼自動払い込みができる市税等

「
忙
し
く
て
つ
い
う
っ
か
り
」

と
い
う
こ
と
の
な
い
、
便
利
な

市
税
等
の
自
動
払
い
込
み
百

座
振
替
）
が
『
平
成
９
年
度
か

ら
銀
行
だ
け
で
な
く
郵
便
局
で
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市
税
〃
等
の
自
動
払
い
込
み

を
郵
便
局
で
も
開
始

保国 市
・
県
民
税

（
普
通
徴
収
）

国
民
年
金

保
険
料

軽
自
動
車
税

固
定
黄
産
税
・

都
市
計
画
税

，

種

険：
〆~、

受
け
付
け
は
２
月
か
ら
順
次
行
い
ま
す

類

お早めに
税康

鵬
山
蝿
恥
ゴ
瑚
銅
到
咽
州
‐

２
［
月
３
日

４
月
１
日

（
火
）
か
ら

Ｑ
Ｊ
画
河
、
○
口
】

（
月
）
か
ら

（
月
）
か
ら も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
動
払
い
込
み
が
で
き
る
市
税

等
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
．

申
し
込
み
受
け
付
け
は
《
２
月

か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
の
で
、
股

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け

い
よ
い
よ
、
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、

私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み
良
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
最
も
重
要
な
財
源
で
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。
確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
２
月

〃
日
（
月
）
か
ら
Ｓ
月
〃
日
（
月
）
〈
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を

除
く
〉
ま
で
柏
税
務
署
や
市
民
会
館
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
申
告
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
対
象
と
な
る
方
は
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
ま
し
よ
－
つ
。
ま
た
、
期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
受
け
付

け
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

要手納
付
書

通
帳
印

貯
金
通
帳

続
き
に

な
も

の必

期
間
は
２
月
”
日
（
月
）
か
ら
３
月
何
日
（
月
）
ま
で

申
し
込
み
月
の

翌
月
か
ら

申
し
込
み
月
の

２
か
月
後
の
納

期
分
か
ら

し引

開き

始落’

日と
確
定
申
告
は
、
平
成
８
年
中
の

所
得
金
額
（
ま
た
は
掘
失
額
）
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
所
得
税
の
額
を

自
分
で
計
算
（
自
書
）
し
て
、
納

付
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

寄
り
の
郵
便
局
で
お
早
め
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
の
窓
口
で
は
、

納
付
書
で
の
払
い
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-(柏税務署)－

国保年金課｜収税課
"(85)1111 所

得
税

の
申
告
を

問
い
合
わ
せ
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０

内保 年
金
係

内
線
３
５
５

収
税
第
１
係

内
線
３
４
２

険
税

線
３
５

、_ノ

7
3係

＊

〔
確
定
申
告
が
必
要
な
方
〕

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

１
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が

あ
る
方
で
税
金
の
計
算
を
し
て
所

得
税
額
の
あ
る
方

２
、
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
次

の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
給
与
収
入
金
額
（
年
収
）
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
加

万
円
を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
方
で
、
従
た
る
給
与

の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
加
万
円
を

超
え
る
方

３
、
同
族
会
社
の
役
員
や
親
族
な

ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
ほ

か
貸
付
金
利
子
、
不
動
産
賀
貸
料

な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

４
、
予
定
納
税
額
の
あ
る
方

５
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

※
柏
税
務
署
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

＊
Ｉ
＊|申曽カレンダー サ

＊

場所
I

’
日時 内 容 、

’
2/17～3/17

午前9:00～12:00

午後1:00～5:00

柏税務署 確定申告全般

2/17～3/17

午前9:00～12:00

午後1:00～4;00

市
・
県
民
税
は
、
一
般
に
住
民

税
と
い
わ
れ
て
い
る
地
方
税
で

市
が
個
人
の
前
年
中
（
平
成
８
年
）

の
所
得
・
控
除
に
よ
っ
て
税
額
を

計
算
し
、
納
税
者
に
通
知
し
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
が
適
正
な
課
税
を
行
う

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

前
年
中
の
所
得
を
必
ず
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

〔
姉
鶴
魏
噌
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
市
・
県
民
税
申
告
が
必
要
で

す
。１

、
平
成
９
年
１
月
１
日
現
在
我

孫
子
市
に
お
住
ま
い
の
方

ン
の
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
や
医

療
費
控
除
等
の
還
付
申
告
を
、
確

定
申
告
期
間
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市課税課市 民会館 市・県民税申告受付

確定申告受付

(薑蛎ﾙ欝帖）
7市

県
民
税

の
申
告
を

2/20．21

午前9;00～12:00

午後1:00～4:00

湖北地区

公民館

2/24

午前10:00～12:00

午後1:00～4:00

市民 プラザ
<注意＞

下記のものは、この会

場では受け付けできませ

２
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

所
得
が
加
万
円
以
下
の
方
（
加
万

円
を
超
え
る
方
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
）

３
、
単
身
で
居
住
し
て
い
る
学
生

や
他
世
帯
の
扶
謹
と
な
っ
て
い
る

方４
、
収
入
が
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
所
得
だ
け
の
方

５
、
年
金
所
得
だ
け
の
方
で
、
所

得
税
が
か
か
ら
な
い
方

６
、
我
孫
子
市
に
住
ん
で
い
な
い

方
で
も
、
市
内
に
事
務
所
や
家
屋

等
を
お
持
ち
の
方

※
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
や
証

明
書
発
行
の
た
め
の
黄
料
と
し
て

必
要
で
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

ノ
、
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
震

市
・
県
民
税
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

１
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方２
、
平
成
８
年
中
の
所
得
が
、
給

与
だ
け
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら
市

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

2/25．26

午前9:00～12:00

午後1:00～4:00

湖北台市民
センター

んので柏税務署で申告し

てください。

青色申告､過年度分申告、

蕊
除など

2/27°28

午前9:00～12:00

午後1:00～4伽 I
布佐南近隣
センター

3/3

午前9:00～12:00

午後1:00～4:00

根
セ

戸
ン

隣
一

近
タ

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

＊
印
鑑
＊
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
給
与
明
細
書
＊
収

入
や
経
徴
の
わ
か
る
帳
簿
類
・
領

収
書
＊
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ

る
控
除
証
明
書
＊
生
命
保
険
・

担
害
保
険
の
払
込
証
明
書
＊
国

民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
の
領
収
書
等
＊
医
療
費
控
除

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
方
は
、
必
要
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。◎

申
告
書
の
用
紙
は

申
告
に
は
、
税
務
署
や
市
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。
（
事
務
上
必
要
な
事
項

が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
書
き

掘
じ
て
別
の
用
紙
を
使
う
場
合
は
、

印
字
さ
れ
て
い
る
事
項
を
漏
れ
な

く
書
き
写
し
て
く
だ
さ
い
。
）

申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で
、

申
告
が
必
要
な
方
は
、
税
務
署
や

市
役
所
・
支
所
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、 崖

て
い
る
方

３
，
１
ま
た
は
２
の
扶
韮
と
な
っ

て
い
る
方

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

串
告
の
だ
め

の
ご
案
内

2/18.19,2/24~3/3

午前9:30～12:00

午後1:00～4;00

柏税務署職員による

出張申告相談･･受付
（分離申告を除く）

t

市民会館
2/20～2/26

午前9:30～12:00

午後1:00～3:30

税理士による

無料申告相談・受付
（分離申告を除く）

－㈲⑭③⑥⑥－
似所得税…柏税務署狂(46)2321

〒277拍市あけぼの2の1の30

市
民
プ
ラ
ザ
に
備
え
て
あ
る
用
紙

で
、
期
間
内
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

◎
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

市
民
会
館
や
各
地
区
の
出
張
申

告
相
談
会
場
で
は
主
に
、
市
・
県

民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
還
付
申

告
な
ど
の
ご
く
簡
易
な
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
。

土
地
・
建
物
の
売
却
に
よ
る
譲

渡
所
得
や
営
業
・
不
動
産
所
得
な

ど
の
申
告
は
、
柏
税
務
署
で
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
会
場
は
、
期
限
近
く
な
る

と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
提

出
だ
け
の
方
は
柏
税
務
署
宛
て
の

郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。
（
申
告

譜
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、
返
信

用
封
筒
・
切
手
も
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
）

※所得税の還付申告は、申告期間前でも柏税務署で

受け付けています。（郵送可）
※土曜。日曜日はお休みです。

※市の各支所等へのお問い合わせはご遠慮ください。
※ニセ税理士・ニセ税務署峨員にご注意ください。

※施設によって受付時間が異なります。また、混雑
の状況によっては早めに受け付けを終了する場合
がありますのでご了承ください。’I ’

し市｡県民税…市役所諦課盆(85)1111
〒270-11我孫子市我孫子1858

－－ヱー辿二」
島 共存す人と か る ま ち
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’ 国民健康保険の＝

=届け出はお忘れなくに ．
＝転入や退職をしたらすぐに手続きを＝

「

、

’
｜

’

’

Ｉ

＊
Ｉ
Ｉ
Ｌ

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
内
在
住
の
方
は
我
孫
子
市
で
加

入
手
続
き
（
上
図
参
照
）
を
し
て

く
だ
さ
い
。

国
保
は
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
が
、
加
入

の
手
続
き
は
世
帯
ご
と
に
世
帯
主

が
行
い
ま
す
。

収
入
が
あ
る
た
め
、
扶
菱
家
族
に

な
れ
ず
、
ま
た
、
城
場
の
雌
康
保

険
に
も
入
っ
て
い
な
い
方

◎
定
年
な
ど
で
会
社
を
退
職
し
、

職
場
の
健
康
保
険
（
任
意
継
続
を

含
む
）
か
ら
ぬ
け
た
方

◎
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
日

本
に
１
年
以
上
滞
在
す
る
方

、
ノ

加
入
は
市
町
村
ご

と
に
世
帯
単
位
で

’ ’

－

ｉ

＊
１
１
１

国
保
の
場
合
、
医
療
萱
の
３
割

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
が
１
か
月
間
に
、

一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
高

額
療
養
識
と
し
て
、
後
で
払
い
戻

し
が
あ
る
ほ
か
、
被
保
険
者
に
子

供
が
生
ま
れ
た
と
き
は
出
産
育
児

一
時
金
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
４

つ
の
税
額
を
合
計
し
た
も
の
が
１

年
間
の
保
険
税
と
な
り
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
っ
て
、
年

、
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
所
得
割
額
．
：
所
得
総
額
（
控
除

後
）
の
１
０
０
分
の
７
．
４

②
資
産
割
額
・
固
定
資
産
税
額
の

１
０
０
分
の
釦

③
均
等
割
額
：
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
１
万
８
０
０
円

④
平
等
割
額
：
１
世
帯
に
つ
き
９

６
０
０
円

、

Ｅ

医
療
費
の
自
己
負
担

と
保
険
税
の
計
算

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、

世
帯
で
１
枚
が
交
付
さ
れ
、
保
険

税
は
世
帯
ご
と
に
納
め
ま
す
。

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

速
や
か
に
手
続
き
を

●

I
場
合
に
は
、
皿
日
以
内
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
上
表
参
照
）

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
医
療
萱
が
全
額
、
自
己
負
担
に

な
る

＊
未
加
入
期
間
の
保
険
税
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
１
度
に
請
求
さ
れ
る

＊
資
格
を
失
っ
た
保
険
証
で
治
療

を
受
け
た
場
合
、
後
で
保
険
負
担

分
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
や
そ

の
扶
韮
か
ら
は
ず
れ
た
方
が
、
そ

の
ま
ま
無
保
険
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
必
ず
国
保
の
加
入
手
続
き

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
〈
給
付
係
・
・
・
内
線

３
２
４
．
３
２
５
〉
〈
保
険
税
係

：
内
線
３
５
３
．
３
５
４
〉

１
１

▼
職
種
看
謹
婦
（
３
名
程
度
）

▼
受
験
資
格
看
謹
婦
査
格
を
有

し
、
昭
和
巽
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

▼
受
付
期
間
２
月
３
日
（
月
）
か

ら
溺
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
・
日

雌
臼
・
祝
日
を
除
く
）

▼
提
出
書
類
①
組
合
所
定
の
職

員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
同
組

陰毫
恵
葛
車
郡
幽
区
総
含

圃
鐙
事
窃
組
含
職
員

合
事
務
所
で
配
布
）
②
写
真
（
縦

４
函
×
横
３
聖
２
枚
③
媛
終
学

歴
校
の
卒
業
証
明
書
・
成
織
証
明

書
各
１
通
④
看
謹
婦
盗
格
証
明
番

１
通学

校
休
業
日
お
よ
び
終
了
後
、

秀
だ
し
、
毎
月
第
２
．
４
土
曜

日
の
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
小

学
校
の
運
動
場
や
体
育
館
（
左
表

参
照
）
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
校
施
設
を
新
規
に
利

用
希
望
す
る
団
体
は
早
め
に
申
請

’

▼
申
し
込
み
必
要
書
類
を
添
付

し
、
同
組
合
率
務
所
（
柏
市
役
所

分
室
２
）
へ
本
人
が
直
接
持
参
。

※
試
験
日
等
詳
し
く
は
同
組
合
事

務
所
壷
（
里
５
２
５
１
へ

’

国民健康保険は
こんなしくみになっています

鶴 勵
被保険者
（加入者）

顛

亀
|鰯

こんなときは必ず14日以内に手続きを
<こんなとき＞〈持参するもの＞

国
保
に
は
い
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
５
８
０
０
Ⅱ
０
１
Ⅱ
０
Ⅱ
１
１
８
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ

そ

の

他

◎手続き窓□

転出・転入、住所などの変更…国保年金課、各支所

保険醗の再発行、外国人の加入・脱退…国保年金課

※国保にはいるとき、すでに同一世帯で国保の保険証を持つ

ている場合は、必ず保険証をお持ちください。

我孫子市に転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

子どもが生まれたとき

生活保恵を受けなくなつだとき

外国人が加入するとき

識孫子市外へ露出するとぎ’
蔵場の健康保険にはいつだとき

隠場の健康保険の被扶墾者にな
つだとき

死亡しだとき

生活保護を受けるようになった
とき

外国人が国保をやめるとき

世帯主・氏名がかわっだとき、

市内で転居したとき

修学などで他市町村に居住する
とき（住民票を移す場合）

修学のため他地区に住んでいた
方が親もとに帰ってきたとき

長期旅行などで世帯と別の被保
険者証がほしいとき

長期旅行などで交付を受けた個
別の被保険者証を返還するとき

被保険者証を無くしたとき

退職者医療制度に該当したとき

退麗者医療制度に該当しなくな

ったとき

印鑑

印鑑、職場の健康保険を
やめた証明書

印鑑、波保険者証、世帯

主の預金通帳

印鑑、保謨廃止決定通知

害

外国人登録証明書

印鑑、彼保険者証

印鑑、国保の被保険者証
と瞳湿の被保険者証

■■■■■■■■■■■■■

印鑑、彼保険者証、葬祭
を行つだ方の預金通嘘

印鑑、被保険者証、保護
開始決定通知書

被保険者証、外国人登録
証明ま

印鑑、被保険者証

印鑑、被保険者証、在学
評明嚢、転出届

印鑑、世帯の波保険者証と

個別の波保険者証、転入届

EO鑑、被保険者証

印鑑、世帯の被保険者証
と個別の被保険者証

EO鑑、本人を証明するも
の（運転免許証など）

印鑑、
者証

年金証書、被保険

印鑑、被保険者証

〉布佐中学校く

給食用物資納

入業者を募集

４
月
か
ら
布
佐
中
学
校
で
は
、
▼
申
諸
書
配
布
期
間
布
佐
中

学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
学
校
で
、
２
月
３
日
（
月
）
か
ら

に
伴
い
、
市
内
の
給
食
納
入
業
者
７
日
（
金
）
ま
で

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
▼
申
請
書
提
出
期
限
２
月
咽

▼
対
象
学
区
内
ま
た
は
学
区
周
日
（
火
）

辺
地
域
の
業
者
▼
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ

▼
取
り
扱
い
業
種
①
青
果
業
者
せ
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

②
食
肉
業
者
③
豆
腐
業
者
④
製
め
学
校
給
食
係
宴
妬
）
１
１
５
１

ん
業
者
⑤
鶏
卵
業
者
⑥
み
そ
業
者
※
納
入
業
者
の
決
定
は
２
月
下

⑦
総
合
食
品
業
者
ほ
か
旬
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

定
年
退
職
し
た
方
の
た

め
の
退
職
者
医
療
制
度

定
年
で
退
職
し
、
厚
生
年
金
１
８
０
万
円
）
以
上
の
方
は
、

や
共
済
組
合
な
ど
の
老
齢
逼
被
扶
養
者
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

唾
年
金
を
受
け
て
い
る
方
と
※
退
城
者
医
療
制
度
の
適
用
で

そ
の
扶
養
家
族
に
は
、
国
保
の
保
険
税
額
の
算
定
は
変
わ
り
ま

退
職
者
医
療
制
度
が
適
用
ざ
れ
せ
ん
が
、
医
療
饗
の
自
己
負
担

ま
す
。
は
本
人
が
入
院
・
通
院
と
も
２

た
だ
し
、
年
間
収
入
が
１
３
割
扶
養
家
族
は
入
院
２
割
。

０
万
円
師
歳
以
上
の
方
ま
た
通
院
３
割
と
な
り
ま
す
。

は
障
害
を
有
す
る
方
の
場
合
は
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

第
９
回
花
壇
設
計
コ
シ
ワ
ー
ル
・

第
Ⅲ
回
花
壇
コ
シ
ワ
ー
ル
作
品
募
集

市
で
は
〃
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ン
ク
ー
ル
（
写
真
）
の
作
品
を
、
市
内
で
作
成
し
、
総
而
破
５
㎡

街
づ
く
り
″
を
進
め
る
一
環
と
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
以
上
の
花
醜
ラ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

し
て
、
花
域
設
計
及
び
花
埋
．
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
卜
、
プ
ラ
ン
タ
ー
等
も
可
）

一

◎
第
９
回
花
鍾
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
個

▼
設
計
対
象
手
賀
沼
公
園
内
花
人
ま
た
は
団
体
季
校
、
自
治

型
（
縦
５
ｍ
、
横
、
辺
で
、
春
会
、
企
業
等
）

か
ら
夏
に
楽
し
め
る
も
の
▼
応
募
方
法
模
造
紙
に
花
埋

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
や
作
成
状
況
が
わ
か
る
写
真
を

者
（
た
だ
し
、
専
門
業
者
を
除
く
）
貼
り
、
説
明
譜
も
添
付
の
こ
と

▼
応
募
方
法
草
花
の
種
類
、
色
、
園
応
募
期
間
・
問
い
合
わ
せ

配
澄
等
を
図
面
に
書
き
、
住
所
、
２
月
犯
日
（
金
）
ま
で
に
我
孫
子

氏
名
、
通
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
１
８
５
８
公
園
緑
地
課
緑
化
推

◎
第
Ⅷ
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
進
係
容
蕊
）
１
１
１
１
内
線
５

▼
対
象
花
唾
平
成
８
年
度
中
に
４
５
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

惑盛緊縛f

灘繊

灘瀧
鮮･翻塞嬬畠

灘鍵
瀧繊i
FT研ア崎芝扉幽武ひ_’

施設 利用日

運
動
場

体
育
館

※中学校施設も一部利用す

ることができます

土噸日

学校

休業日

平日

土珊日

学校

休業日

午後1時から

5時

午前9時から

午後5時

午後5時から

9時

午後1時から

9時

午前9時から

午後9時
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こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
２
月
幻
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
鋤

分▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
日
時
２
月
７
日
・
皿
日
の
い

ず
れ
も
金
剛
日
午
前
９
時
釦
分
か

ら
ｎ
時
釦
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
衛
生
・
栄
養
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

二

巳帥日曜，休日当番医識
司 子衛婦
L 健生体

傷診療時間午前9時から午後5時 康・操

し持参するもの健康保険証と診療費壬黍．皇

_ 一 、

健康ガイド

蕊
保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
胆
の
栂

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

窓
（
Ｗ
）
１
１
３
１

0

電 話病・医院名日

▼
日
程
２
月
４
日
、
娼
日
、
窃

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
雨
分

か
ら
９
時
妬
分
・
・
・
平
成
８
年
、
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
幅
分
か
ら
扣
時
訓
分
…
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

’
１
歳
６
か
旧
俔
腱
際
脇
圓
］

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
〈
７

且
、
歯
ブ
ラ
シ
（
皿
且

アビコ外科整形外科病院 84-7321

育
児
相
談

１
歳
６
か

2日
日

星 野医院 88-2248

我孫子東邦病院 82－81669日

で我孫子つくし野病院 84-221111日

我孫子つくし野病院 84-2211

16日
活
習
慨
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
、
も
う
一
度
父
親
・
母

親
の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
２
月
６
日
（
木
）
・
週
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
鋤
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
７
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
、
三
親
と
子
の
２
本
）

▼
対
象
平
成
８
年
、
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
生
後
娼
月
未
満
で
一
度
も

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
：
２
月
娼
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
…
２
月
加
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
妬
分

受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

耳鼻咽喉科松林堂医院 82-8002 ヅ
ベ
訓
川

お
よ
び

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
門
ガ
ン
検
診
を
実
施
し

ま
す
。対

象
者
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
如
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
（
た
だ
し
、
現
在
治
療
中

の
方
、
お
よ
び
医
療
機
関
で
検

雷
ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

’我孫子聖仁 会 病 院 88-311123日

’ '’

零
ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診
済
み
の
方
は
除
く
）

▼
実
施
期
間
３
月
３
日
（
月
）
か

ら
過
日
（
火
）
ま
で
〈
た
だ
し
、
木
．

土
・
日
雌
日
を
除
く
〉

※
検
診
実
施
日
は
、
男
・
女
で
異

な
り
ま
す

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〈

生
後
３
月
か
ら
卯
月
に
、
ポ
リ

オ
投
与
を
２
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
＊
２
月
４
日
（
火
）
・
…
１

回
目
投
与
（
平
成
８
年
７
月
以
前

生
ま
れ
）
・
２
回
目
投
与
（
８
年

、
月
晦
日
以
前
に
１
回
目
投
与
の

方
）
＊
２
月
溺
日
（
火
）
。
：
１
回

目
投
与
（
８
年
８
月
以
前
生
ま
れ
）
。

２
回
目
投
与
（
８
年
ｎ
月
四
日
以

前
に
１
回
目
投
与
の
方
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
お
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

、

麻
し
ん
、
三
種
混
合
ラ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
《
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

ク
ヂ
ン

投
与

▼
日
時
２
月
詔
日
（
金
）
午
前
９

時
受
付
、
９
時
釦
分
か
ら
正
午

▼
内
容
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
調
理
実
習

▼
対
象
新
婚
家
庭
の
主
婦
、
妊

婦印
鑑

▼
愛
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

▼
日
時
２
月
即
日
（
木
）
午
前
９

時
通
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
６
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ガ
キ
丁
人
１
枚
・
連
名
不
可
）

に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
、
日
（
月
・
必
請
）
ま
で

に
湖
北
台
１
の
理
の
妬
保
健
セ

ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

※
受
診
券
は
、
２
月
末
に
発
送

し
ま
す
。閉

接種別
す
こ
や
か
栄
養
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

風 三
種
混
合

ジ
フ
テ
リ
ア

一

百
日
せ
き

破
傷
風

日
本
脳
炎

麻
疹
（
は
し
か
）

管

予
防
接
種
名

し

｡

ん

ｌ
対
象
年
齢

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
柧
後
に
１

回
接
種

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
。
１
回
接
種

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
繩
混
合
を

接
種

f'錘“'四一“'エノエ“… … …

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
４
日
・
超
日
・
お

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
１

時
受
付
、
１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

さ
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
費
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
２
月
型
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

口
肩
こ
り

ガ
ン
は
、
日
本
で
も

１
年
に
死
亡
原
因
の
第

な
っ
て
以
来
、
。
今
や
ガ

く
な
る
方
は
年
間
郡
万

な
り
、
全
死
亡
者
数
の

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

き
盛
り
の
如
代
か
ら
帥

の
死
因
は
、
ガ
ン
が
一

な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
の
原
因
の
第
１

煙
で
釦
％
、
次
に
多
い

率
で
、
毎
年
の
死
亡
数

程
度
で
す
。
そ
の
他
の

中
に
は
、
数
％
づ
つ
極

因
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

過
去
加
年
間
に
、
ガ

健
康
メ
モ

接
種
回
数

位
は
喫

の
は
食

は
同
じ

原
因
の

々
の
要

。

１
９
８

１
位
に

ン
で
亡

人
に
も

詔
％
を

て
、
働

代
の
方

番
多
く

ン
を
引

⑬

一
柏
保
健
所
か
ら
謡
壷
哺

▼
日
時
２
月
、
日
（
月
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
ｎ
月
生
ま
れ

（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
、

３
歳
児
健
康
診
査
票

▼
日
時
２
月
”
曰
く
木
）
午
後
１

ま
す
。
ガ
ン
抑
制
遺
伝
子
が
変
異

を
受
け
異
常
細
胞
の
増
殖
が
重
な

る
と
、
細
胞
の
増
殖
を
阻
止
す
る

た
め
の
ブ
レ
ー
キ
が
効
か
な
く
な

り
、
ガ
ン
が
発
症
し
て
き
ま
す
。

例
え
ば
た
ば
こ
に
は
、
２
０
０

種
類
く
ら
い
の
発
ガ
ン
物
質
が
含

き
起
こ
す
遺
伝
子
の
研
究
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
ガ
ン
に
関
す
る
逝

伝
子
は
、
大
き
く
ガ
ン
遺
伝
子
と
、

ガ
ン
抑
制
遺
伝
子
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
、
ガ
ン
遺
伝
子
が
働
く
と
細

胞
は
増
殖
し
、
ガ
ン
抑
制
遮
伝
子

が
伽
く
と
細
胞
の
増
殖
は
止
ま
り

療
育
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

1
▼
日
時
２
月
型
曰
く
金
）
午
前

、
時
か
ら
正
午
（
参
加
費
無
料
）

▼
場
所
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
新
木
１
６
３
７
）

▼
テ
ー
マ
医
学
面
か
ら
見
た

療
育
の
対
応

▼
講
師
北
道
子
（
国
立
精
神

園
冒
闇
逼
會
壱
園
但
し
題
す

鯵
〃
の一

次
予
防

▼
日
時
２
月
Ⅳ
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

「
剛
卿
児
発
達
相
談
一

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
廻
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
必
要
時
）

保
健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

神
経
セ
ン
タ
ー
医
師
）

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
午
前
９

時
即
分
発
）

▼
問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
壷
（
理
０
１
４

１ ま
れ
、
そ
れ
が
遮
伝
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
く
っ
つ
い
て
細
胞
が
分
裂
す
る

と
き
に
突
然
変
異
が
起
こ
り
ま
す
。

突
然
変
異
が
起
こ
る
と
、
今
ま
で

細
胞
内
で
増
殖
・
抑
制
を
繰
り
返

し
、
ガ
ン
に
な
る
階
段
を
ゆ
っ
く

り
と
上
っ
て
い
た
も
の
が
急
に
上

る
こ
と
に
な
り
、
早
く
ガ
ン
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
従
来
か
ら
、

ガ
ン
検
診
が
行
わ
れ
、
早
期
発
見
．

治
療
が
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
ガ
ン
の
一
次
予
防
、
す
な

わ
ち
良
い
生
活
習
慣
、
食
事
、
適
度

な
運
動
等
を
心
が
け
る
こ
と
で

（
師
）
１
２
５
５

発
達
相
談

｜
’

0

5

0

▼
日
時
２
月
型
日
（
月
）
午
後
２

時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
日
程
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１

か
ら
第
４
金
蝿
日
（
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間
午
後
２
時
か
ら
４

時▼
対
象
糖
神
病
、
糖
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
嘱
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

私
た
ち
の
体
の
細
胞
内
に
ガ
ン

の
芽
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
常
心
が
け
る
目
安
と
し
て
、

①
食
事
は
腹
八
分
目
で
偏
食
を

避
け
、
１
日
鋤
品
目
く
ら
い
の

食
品
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
．
Ｅ

を
多
く
取
る
②
お
酒
は
二
合
程

度
に
、
た
ば
こ
は
控
え
、
食
塩

の
取
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
③
熱

い
食
べ
物
、
飲
み
物
、
魚
の
焦

げ
た
も
の
、
か
び
の
生
え
た
食

べ
物
な
ど
を
避
け
る
④
日
光
の

当
た
り
す
ぎ
に
注
意
し
、
毎
日

入
浴
し
て
体
を
清
潔
に
保
つ
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

狸
返
り
が
遅
い
、
そ
り
返
り
が
強

い
、
歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ

が
心
配
な
乳
幼
児
（
０
歳
か
ら
２

歳
ま
で
）

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
勉

ア
ル
コ
ー
ル
憾
み
↓
↑
と
相
談

心
の
健
康
相
談

I
… 錘……/記ﾘｴﾉ”“““ﾉ“〃錘ノェグエ“唾“ﾉ醒麺が

－

夜 間の急病のときは

言上蛮受冠(Sｱ)1141



_■ 一

錫び ,（4）
一
》 1997 2第942号

一

今
回
は
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
ち

な
ん
だ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

け
い
せ
い

▼
書
名
（
著
者
）
＊
傾
城
の
恋

ら
や
ん
あ
い
り
ん

（
張
愛
玲
）
＊
あ
な
た
と
い
た

場
所
言
ｌ
リ
ー
・
ム
ー
Ｚ

＊
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橘
言
パ
ー

ト
・
ジ
エ
ー
ム
ズ
・
ウ
オ
ラ
ー
）

か
ら
さ
わ
と
し
あ
き

＊
ふ
た
り
（
唐
沢
寿
明
）
＊
調

歳
（
ト
ウ
エ
ン
テ
ィ
・
ナ
イ
ン
）

と
う
ど
う

〈
藤
堂
志
津
子
〉
＊
東
京
青
年

（
片
岡
義
男
）
＊
恋
愛
道
（
北

え
り
こ

川
悦
吏
子
）
＊
フ
ィ
フ
テ
ィ
・

パ
ー
セ
ン
ト
・
オ
フ
（
カ
レ
ン
・

サ
ル
マ
ン
ソ
乙
＊
遠
き
山
に

か
ず
み

日
は
落
ち
て
（
佐
伯
一
麦
）
＊

鏡
を
み
て
は
い
け
ま
せ
ん
（
田
辺

聖
子
）絵

本
を
銃
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
集
ま
れ
。

▼
日
程
①
２
月
６
日
宋
）
・
即

日
（
木
）
：
市
民
会
館
第
４
会
議
室

態
市
民
図
塞
館

謬
湖
北
台
分
館

霧
布
佐
分
館

霞
移
動
図
墾
館

お
は
な
し

－－．口.

ス書
ト

ヨリiL

図
書
館

だ
よ
り

云
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
胡
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

一

会
H

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
写
真
Ｉ

▼
作
品
・
作
者
＊
磐
梯
山
ほ
か

５
点
・
・
蕊
鑿
雪
製
宣

◎
布
佐
分
館
１
番
道
Ｉ

今
回
は
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
通
う
書
道
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
作
者
秋
葉
華
壬
稲
葉
作
蔵

②
２
月
遁
日
（
主
・
”
日
（
杢
・
：

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
③

２
月
皿
日
（
金
）
…
バ
ー
バ
タ
イ
ム

（
湖
北
台
分
館
・
児
童
書
フ
ロ
ア
）

▼
時
間
①
・
②
は
午
後
３
時
釦

分
か
ら
４
時
③
は
午
後
４
時
か

ら
４
時
加
分

そよガせ号(:誰:)2月の日程(蕊） ミ
ー

一

ギ

’
雁日日|ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所｜時間(午後）

北|湖北地区公民館’1:20~1:50

"|;|;‘、,※""‘…,‘"_“峠|中峠危田谷公園’2:10~2:40

1A|鰊瀬零篭燐懲夕m:i::zi;:木

|金|脳《電識墓雪迩躍鰯:順;：
水,際菫蕊蕊蕊3児舞：:欄；

本|;県蛎夢/聲篭懲職剛
ム

田台田池尻公園3:20～4:00E1

金鵬《し聯東急ｼ｡ﾂピﾝグｾﾝ,_蕊"0,-‘:0‘
戸根戸近隣センター2:00～2:40

5

19
水

６
．
別

木

金’
７
・
剛 楽

し
み
な
が
ら
、
新
し
い
友
だ

ち
と
学
習
で
き
る
の
が
、
「
長
寿

大
学
」
で
す
。

こ
こ
で
学
ぶ
学
級
生
が
、
１
年

間
の
学
習
成
果
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

成
采
を
発
表
す
る
大
学
祭
（
写
真
）

を
、
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
、
皆
さ
ん

楽
し
い
歌
や
踊
り
の
発
表
会
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

金
谷
小
、
小
池
享
子
、
小
山
三
郎
、

関
三
郎
、
寺
岡
静
子
、
時
津
勇
、

み
ち
こ
み
ず
か
み
せ
い
じ

横
川
光
智
子
、
水
上
清
治
、
渡
辺

伊
三
郎
ほ
か
超
名

囹
展
示
期
間
２
月
６
日
（
木
）
か

ら
３
月
４
日
（
火
）
ま
で

笹
田
侭
Ｅ
Ｅ
５
Ｅ
Ｅ
Ｅ
周
同
日
固
周
罰
扇
畠
肖
閨
倒
削

踊
翻

霧
蕊
》
鱸
蝿
瀧
驍
聯

踊畠
山
、
母
『
山
１
－
『
ｊ
１
】
『
Ｊ
『
ｊ
令
Ｊ
１
凸
『
Ｊ
師
Ｊ
や
Ｊ
１
画
『
山
１
》
『
Ｊ
ｍ
Ｊ
１
隼
『
Ｊ
１
ｊ
１
Ｊ
『
Ｊ
『
Ｊ
１
『
ｊ
『
Ｊ
１
凸
『
ｊ
『
ｊ
『
Ｊ
１
望
勺
ｊ
刃
Ｊ
１
Ｊ
や
ｊ
１
Ｊ
１

胆
・
邪

水

#’木

ｎ
４
０
ｅ
ｎ
Ｍ
ｕ

ｌ
２金

／
更

▼
日
時
２
月
妬
日
（
且
午
前
９

時
訓
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
入

場
無
料
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
＊
ホ
ｉ
ル
：
民
舞
、
社

交
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
各
ク

ラ
ブ
・
各
学
年
の
発
表
＊
第
１

学
習
室
：
水
墨
画
俳
句
、
盆
栽

な
ど
各
ク
ラ
ブ
の
作
品
及
び
各
学

年
の
学
習
成
果
の
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
湖
北
地
区
公
民

館
公
（
錦
）
４
４
３
３

ば県民プラザさわやかち
２
月
は
県
の
「
献
血
推
進
強

調
月
間
」
で
す
。

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
貴
重

な
血
液
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
苦

し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
に
輸
血

さ
れ
、
健
康
を
取
り
戻
す
た
め

＊

ク
一
月
は
献
血
推
進
強
調
月
間

女’
－

匡．

同

’①〈女性のためのシェイプアップ教室日程〉

日 程 内 容 ｜ 講 師 ｜ 受 講料｜場所 の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

冬
期
は
特
に
血
液
が
不
足
し

ま
す
。
今
後
も
献
血
に
は
、
皆

さ
ん
の
種
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

、市民プラザI、－1、県
民
プ
ラ
ザ
内

命
剰
鈍
毅I

q

3月4日から28日ま

での毎週火．金曜日

午前11時から正午

（全8回）

ウォームアップ

リズム体操

筋トレーニング

スl､レッチ

知E荒
藤
恵
理
子 卜

亀
回ビーコンサー

圏 湧 省 葛’ ！
ぐ

|料 ～ 一

②〈高齢者のいきいきトレーニング教室日程〉

内容｜講師｜受講料｜場所’
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

ざ
ん
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
気

軽
な
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
城
者

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
演
奏
予
定
日
５
月
、
日
・
６

月
７
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日

▼
時
間
午
後
５
時
訓
分
開
城

▼
資
格
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
ま
た
は
市
内
で
活
雌
し
て
い
る

若
手
音
楽
家
・
音
楽
を
勉
強
中
の

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

市
内
若
手
音
楽
家
に
よ
る
入
場

券
の
い
ら
な
い
オ
ー
プ
ン
な
コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
土

雌
の
午
後
、
く
つ
ろ
い
だ
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
巧
日
（
土
）
開
演

程|目

第8回

’4脈
夕0，，

県
民
プ
ラ
ザ
内

3月5日から28日までの

毎週火・金I曜日午後1時

30分から2時30分（ただ

し、3月5日のみ水曜日

を予定）

｛
幻
封
計
誹
癖
潅
）

ウォームアップ

リズム体操

筋トレーニング

ストレッチ

斉
藤
紀
子

厄
ビ
ー
コ
シ
サ
ー
ト

ン
ザ
で
は
、
市
民
の
：
・
午
後
５
時
訓
分
（
入
場
無
料
）

ご
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

あ
い

い
た
だ
く
た
め
に
、
▼
出
演
＊
松
田
藍
＊
藤
原

な
り
す
ぐ
ろ

百
乗
家
に
よ
る
入
場
奈
里
＊
勝
呂
美
智
子

ぴ
い
オ
ー
プ
ン
な
．
▼
曲
目
①
シ
ョ
パ
ン
．
：
エ
チ

こ
し
て
、
ロ
ビ
ー
コ
ュ
ー
ド
ほ
か
②
マ
ル
タ
ン
。
：

琶
開
催
し
ま
す
。
土
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
バ
ラ
ー
ド
ほ
か
③
約
束
ほ
か

狸
」
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

乙
月
巧
日
（
主
開
演
壷
（
翌
２
１
１
１

’’
料

’
と
し
て
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
一
謹
摩
太
鼓
一
《
岬
に
響
く
寒
参
り
壁
谷
千
鶴
子

に
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給
一
珍
ら
し
き
人
に
出
逢
い
し
初
詣
高
沢
千
代
子

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申
一
選
薬
売
り
く
る
こ
ろ
に
咲
く
寒
椿
谷
口
正
英

諦
書
（
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
）
に
一
径
寒
風
を
ふ
り
ほ
ど
く
ご
と
コ
ー
ト
脱
ぐ
青
山
陽
子

ほ
し
な
い
る

必
要
事
項
を
明
記
し
、
２
月
妬
日
一
杲
お
だ
や
か
に
干
菜
の
彩
の
乾
き
た
る
泉
堂
久
子

（
水
）
ま
で
に
市
民
プ
ラ
ザ
在
室
一
陶
誇
媛
躍
鑑
鰔
撰
舗
入
る
瀦
礁
》

２
１
１
１
へ
直
接
持
参

一
＃
“
っ
誠
。
初
粥
の
一
草
の
芹
香
り
け
り

小
林
光
江

甘
酒
の
匂
い
た
つ
夜
や
寒
の
入
り
田
口
一
子

弓
）
サ
ー
ト
ー
一
芸
の
楽
し
み
も
あ
り
新
年
会
田
中
栄
太
郎

渡
て
起
き
て
食
べ
て
楽
し
き
三
ヶ
日
山
岸
た
づ

一
。
限
鰺
さ
み

：
・
午
後
５
時
訓
分
（
入
場
無
料
）
一
誌
舛
親
子
し
て
鋏
き
び
き
び
松
手
入
れ
松
浦
白
梅

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
一
一
１

あ
い

▼
出
演
＊
松
田
藍
＊
藤
原
一
↓
皿
癖
い
ざ
な
ぎ
の
世
は
か
く
あ
ら
む
天
地
な
き
独
霧
の
海

な
り
す
ぐ
ろ

奈
里
＊
勝
呂
美
智
子
一
コ
で
広
に
朝
日
の
み
浮
く
大
崎
て
い

▼
曲
目
①
シ
ョ
パ
ン
．
：
エ
チ
ー
軽
鍔
蝉
庭
に
舞
ふ
落
葉
集
め
て
火
を
焚
け
ば
風
渦
巻
き
て
煙

た

し

ユ
ー
ド
ほ
か
②
マ
ル
タ
ン
。
：
》
麺
抄
獅
目
に
沁
む
須
田
博

》
評
Ⅱ
排
唾
韮
ア
勧
緬
趣
恥
鋤
一
鍔
畷
蹄
御
赫
詐
満
席
の
客
の
せ
ゆ
く
か
月
残
る
空
を
ま
た
一

三
谷
和
夫

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
ー
脆
蝸
癖
独
り
住
む
わ
れ
も
正
月
子
に
孫
ら
一
族
揃
ひ
十
四
人

壷
（
配
）
２
１
１
１

－
ょ
月
我
に
乾
杯
馬
場
千
鶴
子

一
華
睡
魂
先
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ
リ
は
き
れ
い
と
孫
よ
り
の
便
り
届

◎
女
性
の
た
め
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
ー
文
緬
唯
嘩
き
い
元
日
一
の
朝
小
出
礼
子

ひ
と
ら

さ
え
ざ
え

プ
教
室
（
①
の
表
参
照
）
午
前
二
時
初
詣
の
人
等
と
ぎ
れ
た
る
空
に
半
月
冴
々

て

正
し
い
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
一
と
輝
る
奥
理
吏
江

さ
ざ
ん
か

け
、
心
身
と
も
に
・
ン
エ
イ
プ
ア
ッ
ー
選
山
茶
花
の
白
き
初
花
今
日
ひ
ら
く
い
よ
い
よ
風
の
冷

プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

太
え
て
く
る
庭
新
道
道
子

た
こ

▼
対
象
高
校
生
以
上
の
女
性
一
寛
河
川
敷
に
幼
ら
あ
ぐ
る
凧
の
む
れ
元
日
一
の
空
に
歓
声

◎
濤
者
の
い
き
い
き
ト
レ
‐
三
歌
本
あ
が
る

公
手
孝
嗣

ン
グ
教
室
（
②
の
表
参
照
）
一
短
山
孫
連
れ
て
子
が
帰
省
す
る
電
話
あ
り
心
は
づ
み
悪

と
ん
ほ

い
つ
ま
で
も
健
康
で
豊
か
な
生
一
団
干
す
な
り
小
林
直
江

活
を
送
る
た
め
に
。
沼
の
崖
草
つ
た
ひ
落
つ
る
水
清
し
お
の
づ
か
ら
な
る

▼
対
象
釦
歳
以
上
の
方
か
そ
け
き
音
に
関
口
静
江

圏
寶
”
名
（
い
ず
れ
も
塞
一
⑦
⑧
ｅ
傭
⑳
③
①
⑦
①

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

圏
受
講
料
無
料
一
Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ
８
〉
＊
エ
レ
ク
ト
ｉ
ン
〈
藤
田

囮
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往
一
▼
有
料
で
＊
長
唄
の
レ
コ
ー
ド
壷
（
師
）
０
８
５
７
〉

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
年
鹸
一
〈
河
井
霊
（
理
７
６
４
３
〉
＊
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

砿
話
番
号
教
室
名
を
明
記
蓮
一
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
〈
室
園
云
（
翌
６
▼
無
料
で
＊
双
子
用
ベ
ビ
ー
用

信
用
ハ
ガ
キ
に
は
必
ず
受
識
す
る
－
３
５
１
〉
品
〈
若
松
壷
（
蓮
５
５
３
６
〉

方
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）
し
、
一
▼
垂
斜
で
＊
剣
道
防
具
・
熱
帯
＊
富
士
通
ワ
ー
プ
ロ
オ
ア
ン
ス

２
月
晦
日
主
・
必
着
）
ま
で
に
一
魚
水
槽
〈
い
ず
れ
も
古
知
云
（
理
（
５
イ
ン
チ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
恩

〒
２
７
７
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
－
２
７
７
７
〉
＊
写
真
引
き
伸
ば
く
松
田
念
（
理
０
２
６
９
〉

１
「
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
」
一
し
機
〈
渡
辺
壷
（
聖
５
２
０
９
〉
※
各
連
絡
先
へ
直
接
電
話
を

研
修
課
壷
（
型
８
６
０
０
へ
一
＊
ミ
・
ン
ン
〈
鈴
木
壷
蕊
）
２
７
３
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

鵡
歳
以
上
の
学
生

▼
音
楽
の
種
類
洋
楽
・
邦
楽
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
ア
ン
プ
の
使
用
は
不
可
）

▼
出
演
料
交
通
費
及
び
準
術
徴

と
し
て
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

に
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

諦
諜
（
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
２
月
沁
日

（
水
）
ま
で
に
市
民
プ
ラ
ザ
壷
（
理

２
１
１
１
へ
直
接
持
参

a

。

－

| 、

〃

〃

－－、

ひ

ろ

ば

|市
例

露 民
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ザ
。
平
和
お
は
な
し
ど
音
楽
の
つ
ど
い

戦
争
の
悲
惨
さ
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
を
後
世
に
伝
え
、
平
和
へ
の

願
い
を
こ
め
て
識
減
会
や
原
爆
の

写
真
展
示
等
を
行
い
ま
す
。

ご
家
族
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

▼ザ。平和おはなしと音楽のつどい内容 〆、

平
成
９
．
，
年
度
に
市
が
発

注
す
る
工
率
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
職
入
、
委
託
等
の
銃

和
ノ

２
月
迦
日
（
土
）
午
前
Ⅲ
時
か
ら
。
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

〈
第
１
部
〉

戦
争
を
考
え
る

嘘
展
示
．
ｉ
ナ
ー

子
ど
も
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

〈
第
２
部
〉

平
和
の
ふ
れ
あ
い

が発注する事業等の受注を希望する方 ※
「
新
木
す
い
と
ん
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
（
先
着
２
０
０
名
）

競争入札参加資格の申請を
9

＊
ア
ニ
メ
上
映
「
さ
よ
な
ら
カ
バ
く
ん
」

＊
講
減
「
子
ど
も
に
平
和
と
や
さ
し
い
明
日
を
」

読
師
・
・
早
乙
女
勝
元
（
作
家
）

※
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

＊
合
唱
（
新
木
小
学
校
２
年
生
有
志
）

＊
指
笛
の
ふ
き
方

＊
歌
と
合
奏
（
和
楽
園
）
し
ず
か

＊
指
笛
と
歌
（
田
村
大
三
、
山
本
静
海
）

＊
東
京
大
空
襲
記
録
写
真

＊
原
爆
の
記
録
写
真

＊
資
料
そ
の
他

＊
紙
芝
居

＊
人
形
劇

＊
折
り
紙

＊
ス
タ
ン

内

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
「
競
争
入
札

参
加
査
格
審
垂
申
講
番
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は
、

隔
年
受
け
付
け
の
初
年
度
に
あ

た
る
た
め
、
７
年
度
に
提
出
し

た
方
も
、
再
度
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
書
の
販
売
指
定
様
式

を
２
月
３
日
（
月
）
か
ら
哩
日

（
金
）
午
前
８
時
訓
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
市
役
所
西
別
館
３

階
管
財
課
で
販
売
（
た
だ
し
、

土
・
日
蝿
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
販
売
価
格
１
部
１
０
０
０

円
（
消
殻
税
を
含
む
）

▼
申
請
申
し
込
み
郵
送
で
２

月
塑
日
（
金
・
必
蒲
）
ま
で
に

我
孫
子
郵
便
局
（
局
留
め
）
へ

▼
問
い
合
わ
せ
管
財
課
契
約

係
云
（
部
）
３
０
０
０
（
直
通
）

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
狸
日
（
土
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
巧
分

▼
場
所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
左
表
参
照

フ
ラ
リ
ー
を
し
て
駄
菓
子
屋
さ
ん
へ

11

容

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

い
る
手
壷
沼
遊
歩
道
が
、
舗
装
改

修
工
率
の
た
め
、
一
部
の
区
間
で

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

エ
事
期
間
中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
参
加
霞
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
新
木
近
隣
セ
ン

タ
ー
壷
（
認
）
２
０
１
０
ま
た
は
市

役
所
企
両
課
査
（
顕
）
１
１
１
１
内

線
２
２
５

▼手賀沼遊歩道通行止め区間

今
日
か
ら
手
賀
沼
遊
歩
道
の

一
部
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

場
所
一

ロビー・

和 室
会議室 ホール

、_ノ

冬
の
夜
空
に
輝
く
土
星
や
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
大
星
雲
を
観
察
し
な
が

ら
、
宇
宙
規
模
で
の
環
境
問
題
に

つ
い
て
、
親
子
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時
２
月
巧
日
（
土
）
午
後
５

時
か
ら
７
時
（
雨
天
・
曇
天
の
場

合
は
屋
内
で
実
施
）

▼
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
青

▼
通
行
止
め
区
間
手
蛮
大
橋
か

ら
滝
下
広
場
ま
で
（
左
図
参
照
）

▼
エ
事
期
間
２
月
１
日
（
土
）
か

ら
墾
日
（
金
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
４
４

I
〉 〈ご利用ください

巡回教育相談

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
学
校
．

家
庭
生
活
、
育
児
、
不
登
校
、
非

行
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の
方
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
家
族

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

〈
電
話
で
も
可
）
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
毎
週
月
峨
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
、
時
か

ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
家
庭
児

童
相
談
室
壷
（
理
１
１
１
１
内
線

３
５
２

空
広
場
」

▼
内
容
天
体
望
遠
鏡
を
使
い
、

上
弦
の
月
、
土
星
、
オ
リ
オ
ン
大

星
雲
な
ど
を
観
察

▼
講
師
流
山
天
文
愛
好
会
（
遠

た
が
い

こ
・
つ
Ｏ
し
よ
□
フ

藤
雄
三
、
互
井
弘
、
山
下
耕
象
）

▼
対
象
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
（
必
ず
親
が
同

伴
の
こ
と
）

▼
日
時
２
月
型
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
４
時
訓
分

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
長
欠
問
題
、
進
路
問
題
、

い
じ
め
、
怠
学
、
非
行
、
親
子
関

係
、
交
友
関
係
、
異
性
関
係
な
ど

の
生
活
全
般
お
よ
び
教
育
に
関
す

る
こ
と

▼
対
象
悩
み
を
持
つ
児
童
・
生

徒
の
保
謹
者
、
教
峨
員

▼
相
談
方
法
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

家庭星菫担参三
む

雪雲毒屋箱=琴
●

▼
定
員
即
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費
無
料

▼
持
参
懐
中
電
灯
、
カ
ッ
タ
ー
、

は
き
み
、
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る

方
）
、
防
寒
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
手
賀
沼
親
水
広
場
垂
（
鯉
）
０

５
５
５
へ

ラ
ー
と
個
別
面
談

※
相
談
は
継
続
し
て
受
け
ら
れ

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

▽
相
談
員
教
育
相
談
の
専
門

家
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
２
月
加
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で
に
教
育
委
員
会
教
育
研

究
所
壷
（
師
）
４
６
０
０
へ

※
た
だ
し
、
土
・
日
峨
日
、
休

日
を
除
く県の卓越した技能

者に江川幸二さん

=数値制御金属工作機械工部門で＝

昨
年
哩
月
理
日
（
金
）
、
第
犯

回
「
千
葉
県
城
業
能
力
開
発
促

進
大
会
」
が
千
葉
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
我
孫
子
市
か

ら
江
川
幸
二
さ
ん
〈
誕
歳
・
日

立
糀
機
（
株
）
勤
務
〉
が
、
数

値
制
御
金
属
エ
作
機
械
工
の
部

門
で
「
千
葉
県
の
卓
越
し
た
技

能
者
」
と
し
て
、
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
（
写
真
）

同
大
会
は
、
技
能
者
の
職
業

能
力
の
開
発
促
進
と
社
会
的
地

位
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
毎

“ … …

向
上
を
図
る
目
的
で
、
毎

年
開
催
。
今
回
の
受
蛍
は
、

数
値
制
御
工
作
機
械
の
加

工
方
法
の
改
善
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
、

広
く
工
作
機
械
事
業
所
に

お
け
る
製
造
技
術
の
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

あのころの…

ﾆニニニ

舳
腕
蝶
祷
諦
郭

▼
募
集
定
員
①
建
築
科
②
専
修
い
ず
れ
の
学
科
も
和
名
（
定
員
に

建
築
科
（
２
級
建
築
士
受
験
コ
ー
な
り
次
第
締
め
切
り
）

ろ
③
電
気
工
事
科
〈
２
種
電
気
▼
授
業
時
間
午
後
６
時
鋤
分
か

エ
事
士
受
験
コ
ー
ろ
④
配
管
科
ら
９
時

⑤
管
エ
事
科
（
２
級
管
工
事
施
工
▼
募
集
期
限
３
月
型
日
（
全

管
理
技
士
受
験
コ
ー
ろ
⑥
基
礎
※
出
願
書
類
な
ど
詳
し
く
は
〒

土
木
科
⑦
専
門
土
木
科
（
２
級
土
２
７
７
拍
市
明
原
３
の
釦
の
巧
柏

木
施
工
管
理
技
士
受
験
コ
ー
ろ
、
工
業
専
門
校
云
（
坐
６
６
８
１
へ

栄 養相談を

"I'lﾘ判<ださい
’

6

＝食事療法の必要な方へ＝
寺

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
菱
士
が
、

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。
高
血
圧
な
ど
で
食
事
擁

法
が
必
要
な
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）

１
１
３
１
へ
（
予
約
制
）

<昭和30年代､手賀沼から望む現五本松公園撮影:倉内竜夫氏(布佐平和台)〉

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみませんか。’



■ 溺び 199721(6)
一
』42号

ー

や
が
ち9

召

己

。

赤十字＃蕊
鱸
織 割0者

’

』

←

’
’

一
一

湖北台野球場の日曜‘祝日
利用申し込みを受け付けます

。
■
■
ｄ
伊
』
Ｐ
凸

孫子吹奏楽団
8回定期演奏会 勢聖ﾑ子謙参加者

囲碁にチャレンジしてみませんか
｢親と子の囲碁教室」

労災職業榊んでも相談会

消費生活講座
r現代の葬儀事情」

楽しく遊ぼう(篭濯）

大瀧信縮合同入謝明会
講演会rやっぱりせっけん」
水と命を守るために

耕当O1fり方瀧会割I者

EM説明会

第4回在宅介護フェア

ﾎｯﾄポｯﾄの襄墨鱸

日曜当番医･1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻービｽa(85)i伽女声コー

コンサート
ラス回転木馬
r想い出の渚」

Z⑧

5月

4火

5水

⑰木

7金

S土

Oe

”日曜当番戻＝テレホンサービス
虚休日叙急歯科診霞日=休日獅急歯科診震所(市民会館内)9:00~11:30
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

〃心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
”市民図書館・市民会館・鳥の博物館休館

〃つつじ荘・西部福祉センター休館

〃市民画窪館休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

彦市民プラザ休館

匡壷酒害相談＝保健センター13:30～15:00
画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

”日曜当番医＝テレホンサービス
軍休日敦急歯科診療日=休日激急歯科診震所(市民会館内)9:冊~11：30

11⑬
”休日当番医＝テレホンサービス
画休日救急歯科診環日=休日救急歯科診鰯所(市民会館内)9:00~11:30
．市民図書館・つつじ荘・西部福祉センター休館

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

”交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
”心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
”市民図謹館・市民会館・鳥の博物館休館
"つつじ荘・西部福祉センター休館

我孫子ライオンズクラブ
チャリティゴルフ大会

●■

我孫子市美術家協会クループ展
クレマチスアート油彩展

第15回商工会婦人部
鳴りと唄の発 表会」

平戊8年度
春季箙親善卓球大会

がくじん

県労山加盟｢岳人あびこ」
新人・公開ハイキング

小学生のための国際交流事業
｢ちびっこ探険学校ﾖﾛﾝ島｣参加者

古利根クリーン作戦

16⑧


